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黙帯は雲が多〈、土地被覆を判別しに〈
い（雲除去も大変）
，ー雲があっても土I也被覆がわかる合成
開口レーダが有用（雲透過性のレーダー
波使用）
2. PALSAR Global Mosaicのメリット
a雲で被服されていても地上を観測可
能
bオルソモザイヴ化済
C，後方散乱係数（反射率のようなもの）
へ容易に変換可能
d 地形効果補正済
ALOSIPALSAR I圃茸HHJ
2009隼薗檀取得cJAXA
オイルパー ムブランチー ションの写真（マレーシアサラワク州）
1主にアフリカァヲラヤシ（Elaeis
gu川eensisJacq.）の単一裁第のヤシ
農園（佐竹2006)
2食料、燃料、医薬品などのために使
われるヤシ；由の採取用
3プランテーションの運営用に樹木が伐
採され、；尼炭地が開墾され、道路が作
られるため・－
a単位面積あたりの光合成能力が低下（→
温室効果ガス憎加）
b. i/E炭地跡地での微生物による泥炭の分
解が促進され温室効果ガスが発生
c 土砂が流出
d 生態系へ悪影響 ~宮翠密垂直li ，・ ，.：；； . “ 主題嘗場！；市戸げ／〈
→ 悪影響を但鍾するためにオイルパームプラン 脳己覧書簡滋~ぶ. ::. 
子一シヨンの正確な分布偲援の必要有り 才イルパー ムプランテー シヨン｛左上）と広
黙帯は雲が多仁土地被覆を判別Uこく
い（雲除去も大変）
吋雲があっても土地被覆がわかる合成
開口レーダが有用（雲透過性のレーダー
波使用）
2. PALSAR Global Mosaicのメリット
a‘sで被服されていても地上を観測可
能
b白オJレソモザィ？化済
c 後方散乱係数（反射率のようなもの）
へ容易に変換可能
d. 地形効果補正済 ・・ ・・？
地形効果の補正lこSRTM（地上空間分
解能約90m）の標宮デ－ljを使用
→水平幅約100m以下の丘陵地は標高
デ－ljに反映されず、地形効果も除去さ
れていない可能性有り
葉樹林（左上）とフランテー シヨン用開墾地
の画像（cG。ogleEa市、DigttalGlobe)
渡状の地形効果が残る窓枠での
PALSAR Global Mosa氾の圏像
ALOS/PALSAR I圃誼HHJ
2009'1!圃量取帽cJAXA
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黙帯は雲が多〈．土地被覆を判別しにく
い（雲除去も大変）
『雲があっても土I也被覆がわかる合成
開口レー ダが有用（雲透過性のレーダー
波使間）
2. PALSAR GIロbalMosaic のメリッ卜
a震で被隠されていても地上を観測可
b.オルソモザイウ化済
C. 後方費量舌L係数（反射率のようなもの）
へ容易に変後可能
d, i也形効果繍正潰，.....? 
地形効果の補正にSRTM（地上空間分
解能約90m）の標高デー 告を使用
→水平幅約100m以下の丘陵地は標高
デ告に反映されず‘1由形効果も除去さ
れていない可能性有り
護状の地形効果が残る森林での
PALSAR Global Mosaicの困像
本研究の目的
波状の地形効果が残
る地域での PALSAR
Global Mosaicを用い
たオイルパー ムプラン
テーションの抽出精度
を緯認
｜自 オイルハームフランドシヨン拙方法（教師付き分類）の縦略 ｜ 
1.トレーニングエリア設定
現地調査結果とGoogleEarthの画像を半IJ読
2 教師付き分類
1. decision tree (Brei man et al. 1984）を使用
2 説明変数
1. 口－，tスフィルヲリング済みのPALSARGlobal Mosaic 
のピクセル値
3精度検証
11 口一パスフィルター 処理（ぼかし）後 ｜ 
ALOS/PALSAR （個波HV)2009年9月8日圃像取得岳•JAXA
事均後方憶乱保融
高
低
18 S州 area伽 aw向『ovince,M州 sia)
110 口ー パスフィルター 処理（ぼかし）前
IP，：－けち7六一？ででー 一ー一？でー－－11
ト一－一＇－：.－~竺〉I r ・可RI 
ALOS/PALSAR （傭波HV)2009隼9月8日圃像取得@JAXA
自量方散説係敵
高
低
112 オイルパームフラン子ーシヨン抽出方法（教師付き分類）の紙賂
1. トレーニングエリア設定
1. Google Earthの画像からトレ ニーングエリアを設定
2.教師付き分類
1. decision tree (Brei man et al. 1984）を使用
2 説明変数
1. ロー パスフィルヲリング済みのPALSARGlobal 
Mosaic(2009年に画像取得）のピクセル値
2. ハイパスフィル9リング済みのPALSARGlobal 
Mosaic(2009年に画像取得）のピクセル値
3 精度検証
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113ハイパスフィルター処理（ザラザラ感抽出）前｜
l f-~77'.J""ででて’ー？でTででで一一？？ーー引
ドL＿ーーーー」四」，『.，.：， .ー，＿.：；，.：・－ー弔.：..，；：ムヰ〕判
｜ ’、・・0 ・：＼ γt f～・ 叫
後方敵乱係敏
i 
低
園
里宮里ヨ
ALOS/PALSAR （個波HV)2日09年9月8日圃像.得⑤JAXA
115 オイルハームフランテ一泊摘出方法（教師付き分類）の線路 ｜ 
1 トレーニングエリア設定
1 Google Earthの画像からトレーニングエリアを設定
2.教師｛寸き分類
1. decisio「1tree (Breiman et al. 1984）を使用
2 説明変数
1ローパスフィルタリング済みのPALSARGlobal 
Mosaic(2009年に画像取得）のピクセル値
2.1 、ィパスフィルタリング済みのPALSARGlobal 
Mosaic(2009年に画像取得）のピクセル値
3.PALSAR Global Mosaic(2009年に函像取得）のピクセル値
3. 目的変数
1. 土地被覆カテゴリ（オイルパームプランテーション、森林、
耕作i也、草地、泥炭i由、市街地、建物、海、河川）
3.精度検証
1. 現地調査結果とGoogleEarth の画像からの半I］読で得た土地
被覆図
・圃E司謁E畑町長E凶日制民間祖創悶罷11問問調Til,距離J姐
精度検極地
図オ仰いム
プラン子ー
ユノヨJ
園
喧喧
(R:HH G:HV B:HHIHV) 2009年9月8日画像取得cJAXA
114 ハイパスフイlレター処理（ザラザラ感抽出）後
後方散乱係散の
槽準偏差
高（見た目ザラザラ）
低（見た目のっペり）
園
里宮里］
116 精度検証の例（G叫 leEa巾の画像）
両両面肩19日画像取得cGoogleEa巾 ，DigitalGI函
精度検証地
?? ↑?
? ? ?
?
?
?
?
? ?
・瞳1m重量mFll盟庖量園D'liii!盈国.J!i.il置沼ヨ彊盟主E型.!IR調
精度倹湿地
オイJレバ ムープ
ラン干ーション以
舛の抽出結果I解析対車外
｜園
団・・・圃・・・・ lI km 
ALOSIPALSAR (R:HH G:HV B:HHIHV) 2009年9月8日画像取得cJAXA
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119 精度検証の例（ErrorM州） ｜ 
Land cove, !cu山 Uset's
Mopped by model 
αl palm N叫 0;1四Im accu,acy(%) 
αl palm 116997 9140 923 
N。tel palm 20755 343996 94.3 
Produce, s accuracy (%) 85.0 97.4 
L.唱団四V凶 th Um’S 
Mappod by modol 
O;J pa¥m Not凶 patm ・ceuracy(%)
0,t palm 109264 7701 93.4 
N。t副lpalm 5952 339495 98.2 
Prnduce〆saccu同町｛弛） 94.B 91 e 
Mapoad by mooel 
o;r oatm 
Not oilpatm 
Land cove, truth User's 
oa同同 N叫。祖師同 accuracv(Iゐ）
17143 7 100 
3241 74924 95.9 
P,cduca, s田山市町（叫） B4 1 100 
K係数（Cohen
1960）・0.85
民係数（C。hen
1960): 092 
K係数（Cohen
1960): 0.89 
監橿宣誼誼型車盛盟庖E皿Z薗置盟亘E包面画面~n車置撞調
精度検極地
目オ仙トムブラ
ンテ シーョンの分
布（真値）
．オ山一プラン子一シヨ
ンの抽出結畢
l 23 使用するデータ ｜ 
1.PALSAR Global Mosaic 
－画像取得日 2009年6月20日～10月19日
2. Google Earthの画像
トレーニングエリア設定用、精度検証用
画像取得8:PALSAR Global Mosaicの函像取得
日を挟む2時期（2001年～2009年、2009年～2013
． オイルパームに関しては、オイ
ルパームの放射状の外観が
確認できるほど、高解像度の
函像のみ使用（アカシアやゴム
植林等と見分けるため）
’·~＂目。e“唱・』＂＂ ＂＂＂白帥・｝
I 0 課題
オイルパームブランチーションとの混同例
1. 畠盆が激しい場所
その付近のピクセル値の標準偏差が培大
→都市域や海岸線付近の森林と混同してしまう
12 課題
オイルパームブランチーションとの混同例
1.起盆が激しい場所
その付近のピクセル値の標準偏差が増大
→都市域や海岸線付近の森林と混同してしまう
2 密生した重盛｛湿地の草原を含む）
植生が密な草地は、後方散乱係数がオイルパームプラ
ンテーションに酷似
→約10mの空間分解能では判見I］不可つ
3 森林に点在する盤生温
植生が疎な耕作地と植生が密な森林が混在すると、後
方散乱係数がオイルパームプランテーションに酷似
